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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
　本明細書のいくつかの実施形態の組成物、方法、およびオリゴヌクレオチドのオリゴヌ
クレオチド種は、本明細書に記載されるようにバーコード領域とユニフォーム領域とを含
みうる。バーコード領域は、ユニークオリゴヌクレオチド種集団の多様性を提供するため
にユニークオリゴヌクレオチド種間で異なりうるのに対し、ユニフォーム領域は同じまま
である。バーコード領域は、本明細書に記載されるように分子インデックスを含みうる。
分子インデックスは、たとえば、ユニークオリゴヌクレオチド種集団中のユニークオリゴ
ヌクレオチド種が５０％超のＧ含有率の分子インデックスを持たないようにおよび／また
は配列「ＧＧ」が分子インデックス中に現われないように（たとえば、２個の連続したＧ
が存在しないように）Ｇ含有率を最小限に抑えることにより、バイアスを最小限に抑える
ように構成可能である。任意選択的に、バーコード領域はサンプルインデックスを含む。
サンプルインデックスは、所与のプールのユニークオリゴヌクレオチドのサンプルインデ
ックスは同一でありうるが分子インデックスは異なりうるように構成可能である。このた
め、複数のサンプルを分析する場合、サンプルインデックスは、各オリゴヌクレオチドが
どのサンプルに対応するかを表すことが可能である。このため、ユニークオリゴヌクレオ
チド種が標的に結合した後、ユニークオリゴヌクレオチド種をプール可能であるとともに
配列を分析可能である。いくつかの実施形態では、サンプルインデックスは分子インデッ
クスの５’側にある。いくつかの実施形態では、分子インデックスはサンプルインデック
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スの５’側にある。任意選択的に、ユニークオリゴヌクレオチド種はアダプターを含む。
アダプターは、バーコード領域の５’側に位置決め可能である。いくつかの実施形態では
、アダプターは、ユニークオリゴヌクレオチド種を基材に固定するように構成される。
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